
平成２５年１１月２１日（木） 第１１５０号 

明日を拓く宮古のみち女性の会１１名が 
尾肝要道路の工事現場と普代道路を見学 

 平成２５年１１月１９日（火）、明日を拓く宮古のみち女性の会１１名の皆様が、道路
に関する知識を深め、広い視野で提言することを目的として、三陸沿岸道路「尾肝要道
路」の工事現場を見学しました。 
 実際にトンネルの中に入ってコンクリート舗装工事の様子を間近で見学し、参加した見
学者からは、「色々な機械が活躍していることがわかった。」や「作業員の職人技に感心
した。」などの感想があり、「尾肝要道路が完成すれば、急カーブ急勾配の連続である国
道４５号を回避でき、楽に通行できるようになる。」と尾肝要道路の早期完成を期待して
いました。 
 また、１０月１３日に開通したばかりの普代道路や津波避難階段を見学し、道路が災害
時に地域の孤立を防ぎ命を守る役割などを学ぶなど有意義な見学会となりました。 
  

▲尾肝要道路工事現場を間近で見学 

 三陸沿岸道路「尾肝要道路」 
  
 三陸沿岸道路「尾肝要道路」は、田野畑村内約４．５ｋｍの自動車専用道路です。 
 急カーブや幅員狭小区間の連続する現道を回避し、所要時間の短縮・走行安全性の
向上、また宮古市～久慈市間のアクセス性向上による地域間の連携強化が図れるもの
と期待されます。 
 平成２５年度内の供用を目指し工事を進めています。 

▲普代道路の津波避難階段を見学 
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